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学校だより

１１月号 
在籍生徒数 

１１月１日現在 

１年 81名 

２年 104名 

３年 100名 

にじいろ学級 

     7 名

学校所在地 

〒356-0001 

ふじみ野市川崎 

３１０番地 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

熊
に
よ
る
被
害
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
今
年

は
住
民
が
命
を
落
と
す
痛
ま
し
い
事
故
が
過

去
最
多
で
あ
る
と
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。
熊
が

町
中
を
移
動
し
た
姿
や
罠
に
か
か
っ
た
姿
が

連
日
報
道
さ
れ
、
更
な
る
人
的
被
害
を
防
ぐ
た

め
地
元
自
治
体
や
猟
友
会
は
住
民
の
安
全
確

保
や
熊
の
駆
除
等
に
大
変
苦
慮
し
て
い
ま
す
。 

 

驚
く
事
に
駆
除
し
た
事
が
伝
わ
る
と
多
く

の
批
判
や
抗
議
が
自
治
体
に
殺
到
す
る
そ
う

で
す
。
命
の
大
切
さ
や
動
物
愛
護
の
観
点
か
ら

駆
除
は
も
っ
て
の
外
と
の
批
判
が
多
い
と
聞

い
て
い
ま
す
。
熊
は
と
て
も
賢
く
一
度
覚
え
た

餌
場
は
決
し
て
忘
れ
な
い
習
性
が
あ
り
ま
す
。

地
元
住
民
た
ち
は
、
熊
の
習
性
を
知
ら
な
い
批

判
や
抗
議
に
大
変
困
惑
し
、
自
治
体
職
員
も

日
々
電
話
や
メ
ー
ル
対
応
に
忙
殺
さ
れ
て
日

常
業
務
が
滞
る
事
態
も
招
い
て
い
ま
す
。「
命

は
こ
の
世
で
一
番
大
切
」
「
動
物
愛
護
は
絶
対

必
要
」
・
・
こ
の
考
え
は
確
か
に
正
し
い
の
で

す
が
、
関
係
性
の
中
で
物
事
を
捉
え
る
視
点
が

欠
け
る
と
自
分
の
言
動
が
相
手
に
ど
う
映
る

の
か
が
見
え
な
く
な
り
ま
す
。
そ
し
て
相
手
の

立
場
を
察
す
る
ゆ
と
り
が
な
く
な
り
、
自
分
の

言
動
を
振
り
返
る
事
も
な
く
な
り
ま
す
。 

★
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル 

 

１
０
月
２
５
日
（
土
）
本
年
度
合
唱
コ
ン
ク

ー
ル
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
多
く
の
保
護
者
・

地
域
の
皆
様
に
も
お
越
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

当
日
は
各
学
級
と
も
美
し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
を

奏
で
ま
し
た
。
特
に
３
年
生
の
全
体
合
唱
は
圧

巻
な
歌
声
で
聴
く
人
の
心
を
打
ち
ま
し
た
。 

（
１
年
）
最
優
秀
賞
（
３
組
） 

 
 （

２
年
）
最
優
秀
賞
（
１
組
） 

 
 （

３
年
）
最
優
秀
賞
（
１
組
） 

  ★
躍
動
す
る
葦
中
生
（
敬
称
略
） 

〇
新
人
戦
県
大
会
（
陸
上
） 

（
走
幅
跳
・
女
子
） 

 

（
９
位
） 

〇
市
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
（
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
） 

 

（
優
勝
）（
中
２
女
子
部
） 

 

（
２
位
）（
中
２
男
子
部
） 

〇
税
に
つ
い
て
の
作
文 

・（
県
税
務
連
絡
協
議
会
長
賞
） 

・（
県
納
税
貯
蓄
組
合
総
連
合
会
優
秀
賞
） 

・（
川
越
税
務
署
管
内
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
長
賞
） 

・（
ふ
じ
み
野
市
教
育
長
賞
） 

・（
７
人
入
選
） 

〇
市
科
学
教
育
振
興
展 

 

（
金
賞
）
自
然
科
学
部
モ
ー
タ
ー
班 

 

（
銀
賞
）
自
然
科
学
部
生
物
班 

（
銀
賞
）
自
然
科
学
部
水
班 

〇
県
科
学
教
育
振
興
展
地
区
展 

 

（
銅
賞
）
自
然
科
学
部
モ
ー
タ
ー
班 

〇
入
間
地
区
児
童
生
徒
発
明
創
意
く
ふ
う
展 

 

（
優
良
賞
） 

振
り
返
る
力 

校
長 

山
﨑 

祐
一 

 

な
い
も
の
を
感
じ
る
心
が
削
が
れ
て
い
き
ま

す
。
自
分
は
家
族
に
ど
れ
だ
け
守
ら
れ
支
え
ら

れ
て
い
る
か
、
ど
れ
だ
け
家
族
の
お
か
げ
で
今

の
自
分
が
あ
る
か
・
・
こ
ん
な
感
謝
の
心
が
浮

か
べ
ば
、
家
族
の
気
に
な
る
言
動
も
広
く
大
き

な
心
で
受
け
止
め
、
怒
り
も
半
減
す
る
は
ず
で

す
。
相
手
を
批
判
す
る
事
は
簡
単
で
す
が
、
そ

の
前
に
自
分
は
批
判
す
る
に
値
す
る
だ
け
の

言
動
を
し
て
い
る
か
、
批
判
が
自
分
の
ス
ト
レ

ス
の
は
け
口
に
な
っ
て
い
な
い
か
、
正
し
い
批

判
で
あ
る
ほ
ど
相
手
の
心
を
深
く
傷
つ
け
て

い
る
事
を
わ
か
っ
て
い
る
か
・
・
他
人
を
批
判

す
る
前
に
ま
ず
自
分
自
身
の
心
の
立
ち
位
置

を
確
立
す
る
事
が
先
決
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
う
し
た
心
の
確
立
こ
そ
が
熊
の
駆
除
や
幼

子
が
泣
く
声
へ
抗
議
し
た
い
心
の
高
ぶ
り
を

抑
え
る
特
効
薬
に
な
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。 

 

穏
や
か
な
日
々
を
送
る
人
の
多
く
は
、
自
分

の
特
性
や
性
格
を
冷
静
に
見
つ
め
る
目
を
持

っ
て
い
ま
す
。
自
分
は
神
経
質
な
の
か
短
気
な

の
か
・
・
な
か
な
か
自
分
自
身
の
特
性
を
知
る

事
は
難
し
い
で
す
が
、
そ
ん
な
時
家
族
や
親
族

を
見
つ
め
る
事
を
お
勧
め
し
ま
す
。
不
思
議
と

そ
の
家
系
に
は
連
綿
と
続
く
実
体
の
共
通
性

が
あ
り
ま
す
。
短
気
な
方
に
は
短
気
な
親
が
、

神
経
質
な
方
に
は
神
経
質
な
兄
弟
が
・
・
良
い

実
体
は
伸
ば
し
、
悪
し
き
実
体
は
一
歩
で
も
改

善
す
る
・
・
自
分
を
振
り
返
る
力
は
自
ら
の
実

体
を
修
正
し
穏
や
か
な
人
生
を
歩
む
賢
い
生

き
方
へ
の
パ
ス
ポ
ー
ト
と
捉
え
て
い
ま
す
。 

 

一
時
期
、
マ
ン
シ
ョ
ン
内
で
「
赤
ち
ゃ
ん

や
幼
子
の
声
が
う
る
さ
い
」
「
公
園
で
の
子

ど
も
の
遊
ぶ
声
が
う
る
さ
い
」
と
住
民
同
士

の
ト
ラ
ブ
ル
や
公
園
を
廃
止
す
る
と
い
う

事
案
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
幼
子
の
鳴

き
声
や
子
ど
も
の
声
の
騒
音
問
題
は
、
そ
の

多
く
が
大
抵
問
題
に
な
ら
な
い
レ
ベ
ル
だ

そ
う
で
す
。
し
か
し
苦
情
を
訴
え
る
人
は
自

分
の
感
情
に
任
せ
て
抗
議
し
、
自
分
の
姿
が

相
手
に
ど
う
映
る
か
ま
で
想
像
が
及
び
ま

せ
ん
。
幼
子
を
も
つ
親
御
さ
ん
や
子
ど
も
た

ち
が
ど
ん
な
気
持
ち
で
聞
い
て
い
る
か
も

わ
か
り
ま
せ
ん
。
こ
の
世
は
皆
が
助
け
合
い

支
え
合
っ
て
成
り
立
つ
当
た
り
前
の
視
点

が
欠
け
て
い
ま
す
。
振
り
返
れ
ば
幼
少
期
に

同
じ
様
に
公
園
で
大
き
な
声
で
遊
ぶ
自
分

が
い
た
事
や
幼
子
は
い
つ
で
も
ど
こ
で
も

泣
く
も
の
と
い
う
当
た
り
前
の
事
さ
え
考

え
が
及
ば
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。 

人
が
幸
せ
に
な
る
力
は
『
自
分
を
振
り
返

る
力
』
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
の
世
は
う

ま
く
事
が
進
ま
な
い
と
他
者
に
そ
の
責
任

を
求
め
る
風
潮
が
強
い
で
す
。
「
政
治
が
悪

い
」「
経
済
政
策
が
悪
い
」「
あ
の
人
の
態
度

が
お
か
し
い
」
・
・
時
に
は
親
や
兄
弟
や
夫

婦
同
士
で
も
責
任
の
押
し
付
け
合
い
が
始

ま
り
ま
す
。
家
族
同
士
の
感
情
が
こ
じ
れ
て

何
日
も
親
子
や
夫
婦
間
で
会
話
も
な
い
日

が
続
く
と
い
う
事
例
も
よ
く
耳
に
し
ま
す
。 

欲
求
や
こ
だ
わ
り
が
強
す
ぎ
る
と
見
え 

葦

原

中

だ

よ

り 

  

目指す学校像「時を守り 場を清め 礼を尽くす温かな葦原中学校」 
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※
つ
れ
づ
れ
な
る
ま
ま
に
・
・
・ 

  

日
本
古
来
の
芸
道
や
武
道
の
修
行
程 

に
は
、「
守
（
し
ゅ
）・
破
（
は
）・
離
（
り
）」 

と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。「
師
の
教
え 

を
忠
実
に
守
る
段
階
（
守
）」→

「
自
分 

で
考
え
工
夫
す
る
段
階
（
破
）」→

「
新 

し
い
世
界
を
確
立
す
る
段
階
（
離
）」
と 

先
人
た
ち
は
そ
の
道
を
究
め
る
道
筋
を 

今
日
ま
で
伝
え
て
き
ま
し
た
。 

 

こ
の
守
・
破
・
離
の
考
え
方
は
教
育
の 

分
野
で
も
生
か
せ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

例
え
ば
学
力
向
上
に
は
や
る
気
や
自
主 

性
が
必
要
で
す
が
、
ま
ず
は
宿
題
等
の
一 

定
の
強
制
力
（
守
）」
は
必
要
だ
と
思
い 

ま
す
。
誰
も
が
学
習
意
欲
や
計
画
的
な
学 

習
習
慣
が
で
き
て
い
る
と
は
限
ら
な
い 

か
ら
で
す
。
最
初
は
嫌
々
で
も
「
わ
か
っ 

た
・
で
き
た
」
と
い
う
喜
び
を
感
じ
て
初 

め
て
や
る
気
や
自
主
性
が
生
ま
れ
る
か 

ら
で
す
。
ま
た
校
則
や
決
ま
り
等
も
よ
り 

よ
く
生
き
て
い
く
上
で
極
め
て
重
要
だ 

と
捉
え
て
い
ま
す
。
決
め
ら
れ
た
条
件
の 

中
で
も
個
性
や
自
主
性
の
伸
長
は
で
き 

る
か
ら
で
す
。 

近
年
、
夏
休
み
の
宿
題
や
校
則
や
定
期 

試
験
を
廃
止
す
る
学
校
が
注
目
を
浴
び

て
い
ま
す
。
し
か
し
義
務
教
育
の
段
階
は

分
け
隔
て
な
く
全
て
の
子
た
ち
に
よ
り

よ
い
生
活
習
慣
や
学
力
を
育
む
事
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。「
多
様
性
」「
自
主
性
」

「
個
性
」
と
い
う
言
葉
が
世
の
中
に
広
ま

る
中
、
改
め
て
問
わ
れ
て
い
る
の
は
多
様

性
や
自
主
性
や
個
性
を
支
え
る
「
守
」
の

大
切
さ
だ
と
痛
感
し
て
い
ま
す
。 

                

守
破
離 

→
 

税
の
作
文 

→
 

あ
る

程
度
枠
を
決
め
て
行
う
必
要
性 

→
 

表
彰
等
の
ス
テ
ー
ジ
に
挙
げ
て
自
信

を
持
た
せ
る
必
要
性 

極
端
で
は
な

く
ほ
ど
ほ
ど
が
良
い 

目指す学校像「時を守り 場を清め 礼を尽くす温かな葦原中学校」 

 

 

 

★
１
１
月
の
学
校
等
の
予
定 

４
日
（
火
）
Ⅱ
期
時
間
割
開
始
・
短
縮
⑤ 

 
 
 
 
 
 

あ
い
さ
つ
運
動
① 

 

５
日
（
水
）
あ
い
さ
つ
運
動
② 

 
 
 
 
 
 

校
外
学
習
（
１
年
・
川
越
） 

 
 
 
 
 
 

給
食
試
食
会
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
運
営
委
員
会 

 
 
 
 
 
 
 

３
年
三
者
面
談
① 

６
日
（
木
）
３
年
三
者
面
談
②
・
３
年
短
縮 

７
日
（
金
）
３
年
三
者
面
談
③
・
３
年
短
縮 

８
日
（
土
）
あ
し
は
ら
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ 

９
日
（
日
）
市
総
合
防
災
訓
練 

１
０
日
（
月
）
３
年
三
者
面
談
④
・
３
年
短
縮 

１
１
日
（
火
）
３
年
三
者
面
談
⑤
・
３
年
短
縮 

１
４
日
（
金
）
県
民
の
日
（
学
校
閉
庁
日
） 

１
７
日
（
月
）
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
来
校 

１
８
日
（
火
）
部
活
動
停
止
期
間
開
始 

２
０
日
（
木
）
市
内
小
中
学
校
音
楽
会 

２
１
日
（
金
）
修
学
旅
行
保
護
者
説
明
会 

 
 
 
 
 
 
 

短
縮
⑤ 

２
５
日
（
火
）
期
末
試
験
① 

２
６
日
（
水
）
期
末
試
験
② 

２
７
日
（
木
）
専
門
委
員
会
・
短
縮
⑤ 

２
９
日
（
土
）
ス
マ
イ
ル
ー
ム
（
１
４
：
３
０
） 

 
 
 
 
 
 
 

（
会
場
：
霞
ヶ
丘
Ｕ
Ｒ
集
会
所
） 

 

※
切
り
絵
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル 

 

校
長
室
の
壁
に
あ
る
切
り
絵
が
１
０
月

１
７
日
よ
り
新
し
く
な
り
ま
し
た
。
制
作
者

の
田
幡
様
が
「
散
歩
道
」
と
い
う
題
で
小
川

町
の
風
景
を
表
現
さ
れ
た
作
品
で
す
。 

 

※
リ
ヤ
カ
ー
補
修 

 

前
本
校
校
務
員
の
方
が
リ
ヤ
カ
ー
の
修

繕
及
び
防
草
シ
ー
ト
を
設
置
し
て
下
さ
い

ま
し
た
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

★
地
域
交
流 

 

１
０
月
１
９
日
、
環
境
フ
ェ
ア
で
吹
奏
楽

部
は
素
敵
な
演
奏
、
自
然
科
学
部
は
研
究
成

果
を
披
露
し
ま
し
た
。
ま
た
市
民
文
化
祭
に

は
美
術
部
や
授
業
で
の
作
品
を
出
品
し
ま

し
た
。
更
に
ふ
じ
み
野
市
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス

タ
で
は
８
名
の
葦
中
生
が
補
助
員
と
し
て

進
行
を
支
え
て
く
れ
ま
し
た
。 

 

★
駅
伝
競
走
大
会 

 

１
０
月
２
７
日
、
市
内
駅
伝
競
走
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
選
手
た
ち
は
、
持
て
る

力
を
十
分
発
揮
し
て
男
子
Ａ
６
位
・
Ｂ
１
０

位
、
女
子
Ａ
３
位
・
Ｂ
９
位
と
い
う
見
事
な

成
果
で
、
女
子
４
区
で
区
間
賞
で
し
た
。 

 

★
生
徒
会
本
部
役
員
任
命
式 

 

１
０
月
２
１
日
、
本
校
体
育
館
に
て
第
５

６
期
生
徒
会
本
部
役
員
任
命
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
５
５
期
生
徒
会
本
部
役
員
に
は
そ

れ
ぞ
れ
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。 

 

★
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ
実
行
委
員
会 

 

１
０
月
６
日
、
１
１
月
開
催
予
定
の
あ
し

は
ら
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ
実
行
委
員
会
が

視
聴
覚
室
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
健
全
育
成

会
の
会
長
様
が
中
心
と
な
り
、
地
域
や
各
団

体
の
皆
様
が
一
堂
に
会
し
ま
し
た
。 

 

★
道
徳
研
究
発
表 

 

１
０
月
２
９
日
、
県
道
徳
教
育
研
究
会
の

委
嘱
を
受
け
た
３―

２
の
道
徳
授
業
が
体

育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
保
護
者
や
地
域
の

皆
様
も
授
業
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
県
内

か
ら
も
多
数
の
参
観
者
が
来
校
し
ま
し
た
。 

 

★
学
校
指
導
訪
問 

 

１
０
月
２
３
日
、
本
校
に
て
学
校
指
導
訪

問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
２
年
に
１
回
行
わ
れ

る
学
校
指
導
訪
問
は
、
全
教
員
が
授
業
を
公

開
し
て
県
や
市
の
先
生
方
に
ご
指
導
い
た
だ

く
も
の
で
す
。
日
頃
の
生
徒
た
ち
の
生
き
生

き
と
し
た
姿
も
見
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 
 ★

中
間
試
験 

１
０
月
７
日
、
２
学
期
中
間
試
験
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
夏
休
み
や
２
学
期
の
学
習
の
成
果

を
発
揮
す
る
場
の
一
つ
と
し
て
、
誰
も
が
真

剣
に
臨
ん
で
い
ま
し
た
。
教
科
書
や
ノ
ー
ト

や
問
題
集
に
目
を
凝
ら
す
多
く
の
生
徒
の
姿

が
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。 

 ★
生
徒
会
本
部
役
員
選
挙 

 

１
０
月
１
６
日
の
立
ち
合
い
演
説
会
及
び

投
票
を
経
て
、
第
５
６
期
生
徒
会
本
部
役
員

が
決
定
し
ま
し
た
。
立
会
演
説
会
で
は
立
候

補
者
・
応
援
演
説
者
全
員
が
葦
原
中
を
も
っ

と
よ
く
し
て
い
き
た
い
と
い
う
熱
い
思
い
が

溢
れ
て
い
ま
し
た
。
５
６
期
の
生
徒
会
本
部

役
員
の
皆
さ
ん
に
期
待
し
て
い
ま
す
。 

  

 

★
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
除
草 

 

１
０
月
６
・
１
０
・
１
６
・
２
１
日
の
４

回
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
地
域
の
皆
様
に
よ
る
除
草
活

動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
校
地
内
は
大
変
き
れ

い
に
な
り
、
最
適
な
学
習
環
境
が
生
ま
れ
ま

し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 


